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願意 

 東京都のコロナ対応に対して狛江市から，コロナに対して現在の「緊急事

態宣言」又は「まん延防止等重点措置」の必要性，措置について，具体的な

科学的な根拠や事例を踏まえて本当に必要なのかどうか意見を出していた

だき，可能な限り東京都からの説明を具体的にいただけるようにご検討いた

だきたい。 

 

理由 

 「緊急事態宣言」又は「まん延防止等重点措置」等からくるコロナ被害に

より，経済の大幅な落ち込みから孤独死や若者，女性の自殺が過去最多，  

ＤＶ等の被害が多発しております。 

 これ以上の被害を出さないために，これを打開するには，緊急事態宣言の

原因となる医療崩壊を防ぎ，患者の受け入れができるようにするため，一刻

も早い指定感染症（２類相当）の解除を行い５類相当へ切り替える必要があ

るのではないかと思います。 

 今回の新型コロナウイルス感染症は，ＰＣＲ検査数とＰＣＲ検査陽性者数

の報道だけが拡大する一方で，重症者と死者はインフルエンザよりも圧倒的

に少なく，通常のインフルエンザや風邪と同等の扱いにすべきことを数字が

明確に示しています。 

 それでもなお，「緊急事態宣言」又は「まん延防止等重点措置」を出して，

人の自粛をさせ経済を止めていくことが何故必要なのか。 

 都民が納得いく理由を示していただきたいと思います。  

 


